
特定非営利活動法人くまの木里の暮らし 

職員募集について 
 

 
 

“特定非営利活動法人 くまの木 里の暮らし”は、栃木県塩谷町において農山村の環境を活用した体

験交流事業や農山村の振興に関する事業を行っている団体です。 

当法人のメインとなる具体的な事業は、廃校を利用した宿泊型体験学習施設“星ふる学校「くまの木」”

の運営です。“星ふる学校「くまの木」”は、塩谷町におけるグリーンツーリズムの拠点施設として、現

在、年間約 1万人の利用者をお迎えし、宿泊・食事・体験プログラムを提供しています。 

 

このたび、より安定的に質の高い事業を展開していくため、事務局職員 2名を募集することとしまし

た。今回募集する職員の方には、宿泊施設運営（主として食事提供業務）を中心としながら、当法人の

事業全般に携わっていただくことを想定しています。当面は補助的な仕事からスタートしますので、こ

れからキャリアを積んでいきたいという方にご応募いただきたいと思っています。 

 

採用職種、人員 事務局職員 【正職員】 2 名 

職務内容 (1) 宿泊型体験学習施設における食事提供業務と施設管理、利用者対応等 

・献立にもとづく、調理、配膳等一連の食事提供サービス 

・日常的な清掃業務や宿泊室等のセット、校庭や畑の管理作業 

・利用予約、チェックイン、チェックアウト等の対応 など 

(2) 体験プログラムなどの運営、事務作業等 

体験プログラムやイベントの運営のほか、法人運営にかかる事務作業など 
 

【特記事項】 

採用時に特別なスキル等は求めませんが、基本的な調理（家庭での料理程度）が

できる方、人と接する仕事が好きな方、当法人がかかわる分野で自分の力を伸ば

していくことに意欲的な方を求めます。 

勤務場所 星ふる学校「くまの木」（栃木県塩谷郡塩谷町大字熊ノ木 802 番地） 

条  件 (1) 普通自動車運転免許を有すること。または勤務開始日までに免許取得見込み

であること。※この地域の基本的な移動手段は自動車です。 

(2) 基本的なパソコン操作（ワード、エクセル）、電子メールでのやりとりが可

能なこと 

応募方法 (1) 応募書類 

・履歴書および自己紹介書 

当法人の WEB サイトより用紙を印刷し、手書きで記入してください。 

 (2) 応募期間 

   平成 29 年 2 月 28 日（火）必着 

 



 

選考方法と採用

までの流れ 

(1) 書類選考／提出された応募書類に基づいて選考します。  

  ↓ 3 月 4日（土）頃までに書類選考の結果を通知します。 

(2) 面接選考／書類選考合格者を対象に、現地で面接を行います。なお、面接選

考の前に WEB による適性検査をお受けいただきます。 

  ↓ 3 月 15 日（水）頃までに面接選考の結果を通知します。 

(3) 採用 

勤務開始日 平成 29 年 4 月 17 日 

条 件 等  ○1年単位の変形労働時間制、シフト制勤務、勤務日および勤務シフトは毎月

の勤務予定表にて明示 

○基本給（月額）160,000 円 

・賞与、昇給あり 

・社会保険あり（健康保険、厚生年金、雇用保険、労災保険） 

・通勤手当、住居手当、超過勤務手当あり ※該当する場合のみ 

※3ヶ月間の試用期間を設けます。試用期間中も条件等は上のとおりです。 

※塩谷町への移住を希望される場合は、住居探しのお手伝いをします。 

問合せ、応募書類

送付先 

特定非営利活動法人くまの木里の暮らし 

〒329-2213 栃木県塩谷郡塩谷町大字熊ノ木 802 番地 

電 話 0287-45-0061（午前 9時～午後 6時） 

E-mail info@kumanoki.or.jp 

[参考] 特定非営利活動法人くまの木里の暮らしについて 

設立：平成 13 年 8 月（同年 12 月法人格取得） 

目的：塩谷地域内外の人を対象として、地域の資源や農山村の環境を活用した体験交流事業や農山

村の振興に関する事業を行い、あわせて自然の営みと人々の暮らしが調和する社会の実現に

向けた取組みを進め、次世代につながる魅力ある地域づくりに寄与する。 

会員：41 人 ／ 理事：6人 ／ 職員：常勤・契約職員 5人、パート職員 2人、アルバイト職員 2人 

※事業報告書および活動計算書は、当法人の WEB サイトにて閲覧できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

間もなく開業 15 周年となる星ふる学校「くまの木」―― たくさんの子どもたちが育ち、今もたくさんの人に   

愛されている校舎がわたしたちの活動拠点です。ここの仕事は、仕事や暮らしを自分の手でつくりあげていくこ

とを楽しめる方にフィット感が高いと思います。“次世代につながる魅力ある地域づくりへの貢献”というミッシ

ョンに共感し、前向きに仕事を楽しめる仲間に出会えたらうれしいです。 

（くまの木里の暮らし事務局長 加納麻紀子） 


